
◆男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 

（平成 28 年度第 1 回） 

議 事 録  

2016 年 7 月 8 日 (金) 開催 

時 間 15:00～17:00 場 所 地盤工学会会議室 

田 中 委 員 長 〇 亀村オブザーバー × 山 口 ( 恵 ) 委 員 × 

西 岡オブザ ーバ ー × 熊 野 委 員 TV○ 渡 邊 委 員 × 

清 木 委 員 〇 隅 倉 委 員 × 高 原 委 員 × 

片 岡 委 員 ○ 山 口 ( 智 ) 委 員 × 小 林 委 員 × 

鳥 巣オブザ ーバ ー ○ 藤 澤 委 員 × 平 永 委 員 ○ 

藤 田オブザ ーバ ー × 

○：出席 ×：欠席 △：未定

議事録担当者の選出 

小林委員(28-4) → 平永委員(28-1) → 山口(智)委員(28-2) → 藤澤委員(28-3) 

【議 題】 

【報告事項】

１．会員・支部部の動き（田中委員長）

・特になし

２．土木学会などの動き（田中委員長）

・土木学会国際センター通信の紹介 【別紙 - 2】pp.3～6 
・技術士会 CPD 教材の紹介 【別紙 - 2】pp.7 

【審議事項】

１．2016 年度 全国大会 特別セッション，サロン・土・カフェ W 
〇特別セッション：（片岡委員，山口(智)委員） 【別紙-4～5】pp. 8～10 

・セッションのリーフレット（別紙-4）について、現在「仮称」となっている各登壇者の題目

は、7/19 までに回答をいただく（7/12 田中委員長→各登壇者へメールにて依頼済）。 
・当日の来場者へ配布するアンケートについては、昨年度と同様とする（別紙-5）。 
・各登壇者の当日の発表 ppt と配布資料（配布したい方のみ）については、日程が近くなった

ら委員長→各登壇者へ連絡、担当委員で集約する。

・役割分担：（委員会資料 p.10 黄色部分）

写真撮影・・山口委員（HP アップ用に各登壇者お一人で写っている写真の撮影は必ずお願

いします）

動画撮影・・清木委員（ビデオと三脚については事務局・伊佐知さんに確認）

セッションメモの作成・・片岡委員

セッションの様子の HP アップ・・熊野委員（各登壇者の撮影許可は、事前に委員長がお一

人ずつ確認する）

〇サロン・土・カフェ W：（高原委員，藤澤委員） 【別紙-5～6】pp. 9～17 
・役割分担（委員会資料 P.10 黄色部分） 【追加-1】 

写真撮影・・山口委員

受付・・西岡委員、平永委員（セッションを途中退席して 14:20 頃から受付開始） 
司会補助・・片岡委員

・広報については事務局が対応（学会誌 9 月号、事務局→学会員へ案内メール） 



 

 
〇両イベント共通事項 
 ・勧誘：担当委員より勧誘メール送付を行う。 
 
２．夏の学校（山口（恵）委員，渡邊委員，清木委員，西岡オブザーバー）  
 ・当委員会として出席するのは 8 月 7 日（日） 【別紙-7～8】pp.18～27 
 ・当日の当委員会メンバーの参加者（上記担当委員 4 名と、熊野委員、鳥巣オブザーバー△） 
 ・準備するもの・・ポスター製作（一年目委員の技術者紹介 POP を各委員からコンテンツをもら

い，委員長が作成） 
 
３．2016 年度 座談会（隅倉委員，熊野委員）           【別紙-9】pp.28～54 
 ・アンケート結果について（主なもの） 

① 旅費が支給されれば参加しやすくなる 
② 交流会・座談会をもっとたくさん開催して欲しい 

→支部部会、若手交流合宿など、支部としてのイベントは既に多く開催されている 
→（これに関連して）学会本部で、本部・支部すべてのイベントスケジュールを把握おら

ず、せっかく開催してもスケジュールがバッティングしていることがある。今後、会員支

部部会で報告、対応を求める。 
 ・来年度については、検討中のメンター・メンティー制度と何らかの形で絡ませて開催するか、

またはメンターメンティー制度はあくまで支部の活動として位置づけて本座談会は今年度同様

に「世代間交流」として開催するか、今後決めていく。 
 ・本座談会の HP 掲載と FB 案文（ちょっとくだけた感じ）は熊野委員が作成→清木委員へ送っ

てアップ 
 ・9 月の特別セッションにて、本座談会の開催報告を熊野先生が発表（事前に発表内容を委員の

皆さんへメールで送る）。 
 
４．メンター制度について（高原委員・鳥巣オブザーバー）       
  別途メールまたは次回委員会で議論する。 
 
５．技術者紹介 WEB 版（清木委員・藤澤委員）           【追加-2】 

・進め方については委員会資料の通りで了承 
・担当 Gr（所属カテゴリー別）についても委員会資料の通りとする。各グループで執筆候補者

を 1 名～複数名リストアップする（7 月中）。 
・WEB への掲載は 1 年に 3 編程度で，3 カ月に一回程度、1 編ずつ UP するが，年度末は誰も

が多忙なので、候補者にはお盆前に一斉に執筆依頼をし、遅くとも年内には書きあげていた

だく。 
 

６．委員会 HP の更新（熊野委員）                  
   座談会報告アップ，岡山大会 DS，サロン開催案内 
 
７．サポータメール配信（小林委員）                
   次回配信時期・内容（座談会報告，岡山大会 DS・サロン開催案内）については別途、担当委

員→小林委員へ連絡する。 
 
８．次回開催日の確認： 2016 年 11 月 2 日 
 

  以上 




